
為替週間展望＝ドル円は１０９～１１０円台で底堅い動きか

　　　　　　　　　　［２月１０日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    2 月 3 日～ 2 月 7 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  108.43   110.02( 7)    108.32( 3)    109.94   +1.59

ユーロ・ドル  1.1084   1.1096( 3)    1.0965( 6)    1.0979   -0.0114

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    23,827.98     +622.80     日本10年債利回り  -0.035   +0.031

ダウ平均株価    29,379.77    +1123.74     米10年債利回り     1.642   +0.135

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１０日　日本１２月経常収支

　　　　中国１月消費者物価指数、中国１月生産者物価指数

　　　　スイス１月雇用統計

　　　　スイス１月消費者物価指数

１１日　英第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）速報値

　　　　英１２月鉱工業生産指数、英１２月製造業生産指数、英１２月貿易収支

１２日　ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利

　　　　ユーロ圏１２月鉱工業生産指数

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　米１月財政収支

１３日　独１月消費者物価指数改定値

　　　　米１月消費者物価指数、米新規失業保険申請件数

１４日　独第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）速報値

　　　　スイス１月生産者・輸入価格

　　　　ユーロ圏第４四半期域内総生産（ＧＤＰ）改定値

　　　　ユーロ圏１２月貿易収支

　　　　米１月小売売上高、米１月輸入価格指数

　　　　米１月鉱工業生産・設備稼働率

　　　　米２月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】引き続き市場の関心は新型コロナウイルスの感染拡大の影響とな

り、リスク回避の動きから円は買われやすいものの、ドルも買われやすくなっており、

ドル円は１０８～１０９円台で一進一退の動きが見込まれるとした。

　　　　

【米国株が最高値を更新するなど、リスク警戒感は一服】

　新型コロナウイルスの関連の報道が引き続き注目材料となっている。連日、感染者の

増加が報じられている。もっとも中国以外での感染者や死者の数は限られている。春節

明けの３日に上海株が７．７％安と急落したものの、４日には反発に転じるなど落ち着

きを見せたことで、同日の米国株はＮＹダウが４０７ドル高と大きく上昇した。

　　

　４日に米１０年物国債の利回りが１．６％台を回復して、ドル円も１０９円台半ばま

で上昇した。５日には新型コロナウイルスの治療薬の開発で前進があったとの報道から

ＮＹダウは４８３ドル高と大幅続伸しており、ドル円は１０９円台後半までドル高円安

が進んだ。米長期金利も上昇して、米１０年物国債利回りは１．６５％前後まで上昇し

た。
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　米経済指標には良好なものが相次いでいる。３日発表の１月の米ＩＳＭ製造業景況指

数は５０．９となり、前回の４７．８や事前予想の４８．５を上回り、好不況の判断の

境目となる５０を超えた。５日発表の１月の米ＡＤＰ雇用統計は２９．１万人増とな

り、事前予想や前回を上回り、１月の米ＩＳＭ非製造業景況指数は５５．５となり、こ

ちらも事前予想や前回から上振れした。こうした結果が米株高やドルの下支え要因と

なっている。

　　

　６日には中国が対米関税を引き下げる意向を表明した。これを受けて、同日の米国市

場では、ＮＹダウ、ナスダック、Ｓ＆Ｐ５００の主要３指数がいずれも最高値を更新し

た。米国で新型コロナウイルスへの感染者は少なく、良好な米経済指標や中国の関税引

き下げ報道が株高につながった。米国株の上昇が市場のセンチメント（市場心理）を好

転させており、リスク警戒感がやや後退している。

　　

　６日に中国は米国からの輸入品７５０億ドル相当分の関税を１４日から半分に引き下

げると発表した。米中貿易協議の第１段階の合意の一環となる。なお、米国は１４日か

ら中国製品１２００億ドル相当分への追加関税を半分に引き下げる。

　　

　ドル円は３日の１０８円台前半から６日には１１０円近辺まで戻している。米国市場

で新型コロナウイルスへの警戒感が一服して、米国株や米１０年債利回りが上昇、ドル

も堅調な動きを見せており、ドル円の上げにつながった。日経平均も６日に２万４００

０円に接近するなど、大きく戻しており、リスク警戒感がやや後退している。新型コロ

ナウイルスへの警戒感が重石となる可能性はあるものの、ドル円は１０９～１１０円台

で底堅い展開となりそうだ。ドル円の目先の予想レンジは、１０９．００～１１０．５

０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１０日に日本１２月経常収支、１２日に

米ＭＢＡ住宅ローン申請件数、米１月財政収支、１３日に米１月消費者物価指数、米新

規失業保険申請件数、１４日に米１月小売売上高、米１月輸入価格指数、米１月鉱工業

生産・設備稼働率、米２月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値などがある。

　　

【ユーロドルは戻り一服で上値は重そう】

　ユーロドルは米長期金利の低下やポンドドルの上昇などを背景に１月３１日に１．１

１００ドル近くまで上昇した。ただ、その後はユーロ買いにつながる材料は乏しく、下

げに転じている。良好な米経済指標や米国株の上昇などからドル買いとなっており、

ユーロドルには圧迫要因となっている。

　　

　ユーロドルは１．１０００ドルの節目を割り込んだ後は同節目を回復できていない。

ユーロ圏の経済指標では、５日発表の１２月のユーロ圏小売売上高は事前予想や前回か

ら下振れしている。６日発表の１２月のドイツ製造業受注も事前予想や前回から下振れ

するなど低調な結果となっており、ユーロドルには圧迫要因となっている。ユーロドル

は現在の軟調な流れが継続して、上値の重い展開が続きそうだ。ユーロドルの目先の予

想レンジは、１．０９００～１．１０５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１０日に中国１月消費者物価指数、中国１

月生産者物価指数、スイス１月雇用統計、スイス１月消費者物価指数、１１日に英第４

四半期国内総生産（ＧＤＰ）速報値、英１２月鉱工業生産指数、英１２月製造業生産指

数、英１２月貿易収支、１２日にＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利、ユーロ圏１２月

鉱工業生産指数、１３日に独１月消費者物価指数改定値、１４日に独第４四半期国内総

生産（ＧＤＰ）速報値、スイス１月生産者・輸入価格、ユーロ圏第４四半期域内総生産

（ＧＤＰ）改定値、ユーロ圏１２月貿易収支などがある。
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